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(57)【要約】
【課題】センサを新たに設けることなく、原水に洗剤が
投入されたか否かを判定するオゾン水消毒機の消毒方法
を提案すること。
【解決手段】内視鏡消毒機１による内視鏡１０の洗浄消
毒処理動作は、原水に洗剤を投入して生成した洗浄水で
内視鏡１０を洗剤洗浄する洗剤洗浄動作（ステップＳＴ
１２）と、原水にオゾンガスを注入して生成したオゾン
水で内視鏡１０を消毒する消毒工程（ステップＳＴ５）
と、を有する。洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１２）では
、オゾン濃度計４５の検査光を洗浄水に照射して、オゾ
ン濃度計４５からの信号に基づいて、原水への洗剤の投
入の有無を判定する。オゾン濃度計４５は、消毒工程（
ステップＳＴ５）において、オゾン水のオゾン濃度を調
整するために、内視鏡消毒機１に搭載されているもので
ある。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オゾン水に検査光を照射したときに当該検査光の透過量に対応する信号を出力するオゾ
ン濃度計を備えておき、消毒槽に被消毒物を収容し当該消毒槽に原水を供給して当該被消
毒物を水没させる消毒用原水供給工程と、前記消毒槽に供給された前記原水にオゾンガス
を注入してオゾン水を生成するとともに前記オゾン濃度計からの信号に基づいて前記オゾ
ン水を所定のオゾン濃度とするオゾン水生成工程と、前記オゾン水によって前記消毒槽内
で被消毒物を消毒する消毒動作を行う消毒工程と、を有するオゾン水消毒機の消毒方法に
おいて、
　前記消毒用原水供給工程の前に、前記消毒槽に原水を供給して前記被消毒物を水没させ
るとともに当該原水に洗剤を投入して洗浄水とする洗浄水生成工程と、前記洗浄水により
前記消毒槽内で前記被消毒物を洗浄する洗剤洗浄動作を行う洗剤洗浄工程と、を備え、
　前記洗浄水生成工程は、前記被消毒物を水没させながら前記原水に前記検査光を照射し
て前記オゾン濃度計から出力される信号を濃度測定の基準信号とする原点調整動作を行い
、原点調整動作の終了後に前記原水に洗剤を投入して洗浄水とし、
　洗剤洗浄工程では、前記検査光を前記洗浄水に照射して前記オゾン濃度計からの信号に
基づいて前記原水への前記洗剤の投入の有無を判定することを特徴とするオゾン水消毒機
の消毒方法。
【請求項２】
　前記洗剤の投入が無いと判定した場合には、洗剤の投入が無いことを報知することを特
徴とする請求項１に記載のオゾン水消毒機の消毒方法。
【請求項３】
　前記洗剤の投入が無いと判定した場合には、前記洗剤洗浄動作を停止することを特徴と
する請求項１または２に記載のオゾン水消毒機の消毒方法。
【請求項４】
　オゾン水に検査光を照射したときに当該検査光の透過量に対応する信号を出力するオゾ
ン濃度計を備えておき、消毒槽に被消毒物を収容し当該消毒槽に原水を供給して当該被消
毒物を水没させる消毒用原水供給工程と、前記消毒槽に供給された前記原水にオゾンガス
を注入してオゾン水を生成するとともに前記オゾン濃度計からの信号に基づいて前記オゾ
ン水を所定のオゾン濃度とするオゾン水生成工程と、前記オゾン水によって前記消毒槽内
で被消毒物を消毒する消毒動作を行う消毒工程と、を有するオゾン水消毒機の消毒方法に
おいて、
　前記消毒用原水供給工程の前に、前記消毒槽に原水を供給して前記被消毒物を水没させ
るとともに当該原水に洗剤を投入して洗浄水とする洗浄水生成工程と、前記洗浄水により
前記消毒槽内で前記被消毒物を洗浄する洗剤洗浄動作を行う洗剤洗浄工程と、を備え、
　前記洗浄水生成工程は、前記被消毒物を水没させながら前記原水に前記検査光を照射し
て前記オゾン濃度計から出力される信号を濃度測定の基準信号とする原点調整動作を行い
、原点調整動作の終了後に前記原水に洗剤を投入して洗浄水とし、
　前記消毒用原水供給工程では、前記検査光を前記原水に照射して前記オゾン濃度計から
の信号に基づいて前記消毒槽内の前記洗剤の残留を判定することを特徴とするオゾン水消
毒機の消毒方法。
【請求項５】
　前記洗剤洗浄工程と、前記消毒用原水供給工程との間に、前記原水をすすぎ水として前
記消毒槽に供給して当該被消毒物を前記消毒槽内で洗浄するすすぎ動作を行うすすぎ工程
と、前記すすぎ水を前記消毒槽から排出するすすぎ水排水工程と、を有することを特徴と
する請求項４に記載のオゾン水消毒機の消毒方法。
【請求項６】
　前記洗剤が残留していると判定した場合には、前記原水を前記消毒槽から排出する原水
排水動作を行い、
　しかる後に、前記消毒用原水供給工程、前記オゾン水生成工程、および、前記消毒工程
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、を有することを特徴とする請求項４または５に記載のオゾン水消毒機の消毒方法。
【請求項７】
　前記原水排水動作と、前記消毒用原水供給工程との間に、前記原水をすすぎ水として前
記消毒槽に供給して当該被消毒物を前記消毒槽内で洗浄するすすぎ動作を行うすすぎ工程
と、前記すすぎ水を前記消毒槽から排出するすすぎ水排水工程と、を有することを特徴と
する請求項６に記載のオゾン水消毒機の消毒方法。
【請求項８】
　前記洗剤として、液体のアルカリ洗剤を用いることを特徴とする請求項１から６のうち
のいずれか一項に記載のオゾン水消毒機の消毒方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡などの被消毒物を、洗剤を含む洗浄水で洗浄した後にオゾン水で消毒
するオゾン水消毒機の消毒方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を消毒する内視鏡消毒機は特許文献１、２に記載されている。特許文献１の内視
鏡消毒機は、消毒槽に内視鏡を収容して、水道水を原水として供給して内視鏡を水没させ
る。次に、消毒槽に供給した原水にオゾンガスを注入してオゾン水を生成する。そして、
生成したオゾン水を、消毒槽を経由する循環水路に沿って循環させて、消毒槽内で内視鏡
を消毒する。特許文献１では、原水にオゾンガスを注入する際に、オゾン濃度計からの信
号に基づいてオゾンガスの量を調節して、オゾン水を所定のオゾン濃度としている。オゾ
ン濃度計は、紫外線からなる検査光をオゾン水に照射したときに当該検査光の透過量に対
応する信号を出力するものである。
【０００３】
　特許文献２に記載の内視鏡消毒機は、内視鏡を収容した消毒槽内に消毒液を供給する。
そして、消毒槽を経由する循環水路に沿って消毒液を循環させて、消毒槽内で内視鏡を消
毒する。特許文献２の内視鏡消毒機は、消毒槽に洗剤を投入する洗剤投入機構を有してお
り、消毒液により内視鏡を消毒する前に、原水に洗剤を溶解させた洗浄水で内視鏡を洗浄
する洗浄動作を行う。洗剤投入機構は、洗剤を貯留する洗剤タンクと、原水が供給されて
いる消毒槽に洗剤を添加するため洗剤供給ノズルと、洗剤タンクと洗剤供給ノズルとの間
を接続する洗剤供給路を備える。洗剤供給路には、洗剤タンクから洗剤を吸引して洗剤供
給ノズルから吐出させる洗剤供給ポンプが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－３３７９４号公報
【特許文献２】特開２００９－２０７７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　オゾン水で内視鏡を消毒するオゾン水消毒機においても、洗剤投入機構を備えておき、
オゾン水で内視鏡を消毒する前に、原水に洗剤を溶解させた洗浄水で内視鏡を洗浄する洗
浄動作を行うことが考えられる。
【０００６】
　しかし、オゾン水消毒機に洗剤投入機構を備えても、洗剤タンクなどの洗剤の貯留部に
洗剤の充填や補充を忘れてしまった場合には、原水に洗剤が投入されず、洗浄水による内
視鏡の洗浄が行われないという事態が発生する。
【０００７】
　原水に洗剤が投入されたか否かを判定するためには、洗剤供給路などに洗剤の流通を検



(4) JP 2019-205486 A 2019.12.5

10

20

30

40

50

出する流量計を配置して、洗剤が実際に洗剤供給路を流通したか否かを検出することが考
えられる。しかし、この場合には、流量計を備える分、装置の製造コストが増加する。
【０００８】
　また、オゾン水消毒機が、原水に洗剤を溶解させた洗浄水で内視鏡を洗浄する洗浄動作
を行う場合には、消毒槽にオゾン水を生成するための原水を供給する時点で消毒槽内に洗
剤が残留していることがある。ここで、消毒槽内に洗剤が残留していると、所望の濃度の
オゾン水を生成できないという問題が発生する。すなわち、消毒槽内に洗剤が残留してい
ると、消毒槽に供給された原水に洗剤が溶解してしまうので、原水にオゾンガスを注入し
てもオゾン濃度が上昇しない。
【０００９】
　消毒槽内に洗剤が残留しているか否かを判定するためには、洗剤検出用の検出器を新た
に設けることが考えられる。しかし、この場合には、新たな検出器を備える分、装置の製
造コストが増加する。
【００１０】
　本発明の課題は、このような点に鑑みて、流量計などのセンサを新たに設けることなく
、原水への洗剤の投入を検出できるオゾン水消毒機の消毒方法を提案することにある。
【００１１】
　また、本発明の課題は、洗剤検出用の検出器などのセンサを新たに設けることなく、消
毒槽内の洗剤の残留を検出できるオゾン水消毒機の消毒方法を提案することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決するために、本発明は、オゾン水に検査光を照射したときに当該検査
光の透過量に対応する信号を出力するオゾン濃度計を備えておき、消毒槽に被消毒物を収
容し当該消毒槽に原水を供給して当該被消毒物を水没させる消毒用原水供給工程と、前記
消毒槽に供給された前記原水にオゾンガスを注入してオゾン水を生成するとともに前記オ
ゾン濃度計からの信号に基づいて前記オゾン水を所定のオゾン濃度とするオゾン水生成工
程と、前記オゾン水によって前記消毒槽内で被消毒物を消毒する消毒動作を行う消毒工程
と、を有するオゾン水消毒機の消毒方法において、前記消毒用原水供給工程の前に、前記
消毒槽に原水を供給して前記被消毒物を水没させるとともに当該原水に洗剤を投入して洗
浄水とする洗浄水生成工程と、前記洗浄水により前記消毒槽内で前記被消毒物を洗浄する
洗剤洗浄動作を行う洗剤洗浄工程と、を備え、前記洗浄水生成工程は、前記被消毒物を水
没させながら前記原水に前記検査光を照射して前記オゾン濃度計から出力される信号を濃
度測定の基準信号とする原点調整動作を行い、原点調整動作の終了後に前記原水に洗剤を
投入して洗浄水とし、洗剤洗浄工程では、前記検査光を前記洗浄水に照射して前記オゾン
濃度計からの信号に基づいて前記原水への前記洗剤の投入の有無を判定することを特徴と
する。
【００１３】
　本発明者らは、水道水などの原水に洗剤を溶解させた洗浄水に検査光を照射したときに
オゾン濃度計から出力される信号が、原水に検査光を照射して原点調整動作を行った時点
のオゾン濃度計からの信号（基準信号）とは異なる値となるという知見を得た。本発明は
、かかる知見に基づくものである。本発明によれば、原水に洗剤が投入さたか否かを、内
視鏡の消毒に用いるオゾン水を生成する際に用いるオゾン濃度計を利用して判定する。従
って、新たにセンサを設けることなく、原水に洗剤が投入されているか否かを判定できる
。これにより、洗剤洗浄工程において、原水に洗剤を溶解させた洗浄水が用いられている
か否かを把握できる。
【００１４】
　本発明において、前記洗剤の投入が無いと判定した場合には、洗剤の投入が無いことを
報知することが望ましい。このようにすれば、オゾン水消毒機を操作する操作者は、報知
に基づいて、消毒槽に洗剤を投入する作業を行うことができる。また、オゾン水消毒機を
操作する操作者は、報知に基づいて、洗剤洗浄工程の洗剤洗浄動作を停止させることが可
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能となる。
【００１５】
　本発明において、前記洗剤の投入が無いと判定した場合には、前記洗剤洗浄動作を停止
するものとすることができる。このようにすれば、洗剤洗浄動作の中止後に、原水に洗剤
を投入し、しかる後に、改めて洗剤洗浄動作を行うことが可能となる。
【００１６】
　次に、本発明の別の形態は、オゾン水に検査光を照射したときに当該検査光の透過量に
対応する信号を出力するオゾン濃度計を備えておき、消毒槽に被消毒物を収容し当該消毒
槽に原水を供給して当該被消毒物を水没させる消毒用原水供給工程と、前記消毒槽に供給
された前記原水にオゾンガスを注入してオゾン水を生成するとともに前記オゾン濃度計か
らの信号に基づいて前記オゾン水を所定のオゾン濃度とするオゾン水生成工程と、前記オ
ゾン水によって前記消毒槽内で被消毒物を消毒する消毒動作を行う消毒工程と、を有する
オゾン水消毒機の消毒方法において、前記消毒用原水供給工程の前に、前記消毒槽に原水
を供給して前記被消毒物を水没させるとともに当該原水に洗剤を投入して洗浄水とする洗
浄水生成工程と、前記洗浄水により前記消毒槽内で前記被消毒物を洗浄する洗剤洗浄動作
を行う洗剤洗浄工程と、を備え、前記洗浄水生成工程は、前記被消毒物を水没させながら
前記原水に前記検査光を照射して前記オゾン濃度計から出力される信号を濃度測定の基準
信号とする原点調整動作を行い、原点調整動作の終了後に前記原水に洗剤を投入して洗浄
水とし、前記消毒用原水供給工程では、前記検査光を前記原水に照射して前記オゾン濃度
計からの信号に基づいて前記消毒槽内の前記洗剤の残留を判定することを特徴とする。
【００１７】
　本発明では、消毒用原水供給工程の前に、原水に洗剤を溶解させた洗浄水によって被消
毒物を洗浄する洗剤洗浄動作を行う。従って、消毒用原水供給工程の開始の時点で、消毒
槽内に洗剤が残留していることがある。ここで、消毒槽内に残留した洗剤は、消毒用原水
供給工程において消毒槽内に供給される原水に溶解する。よって、原水に検査光を照射し
たときに、オゾン濃度計から出力される信号と基準信号とを比較すれば、洗剤の残留の有
無を判定できる。従って、オゾン濃度計とは別に新たにセンサを設けることなく、消毒槽
内に洗剤が残留しているか否かを判定できる。また、消毒用原水供給工程の後に行われる
オゾン水生成工程では、原水に洗剤が溶解していると、オゾン濃度が上昇しないという問
題がある。このような問題に対して、消毒用原水供給工程において消毒槽内の洗剤の残留
を判定できれば、当該問題に対応することが可能となる。
【００１８】
　本発明において、前記洗剤洗浄工程と、前記消毒用原水供給工程との間に、前記原水を
すすぎ水として前記消毒槽に供給して当該被消毒物を前記消毒槽内で洗浄するすすぎ動作
を行うすすぎ工程と、前記すすぎ水を前記消毒槽から排出するすすぎ水排出工程と、を有
することが望ましい。このようにすれば、消毒用原水供給工程に至る前に、消毒槽内に洗
剤が残留することを抑制できる。
【００１９】
　本発明において、前記洗剤が残留していると判定した場合には、前記原水を前記消毒槽
から排出する原水排水動作を行い、しかる後に、前記消毒用原水供給工程、前記オゾン水
生成工程、および、前記消毒工程、を有することが望ましい。すなわち、洗剤が残留して
いる場合には、消毒槽に供給した原水を、一旦、排出して、その後に消毒用原水供給工程
およびオゾン水生成工程を行えば、消毒槽内で残留する洗剤の量を低減できるので、原水
に溶解する洗剤の量を低減できる。よって、オゾン水生成工程において、所定のオゾン濃
度のオゾン水を生成することが容易となる。
【００２０】
　本発明において、前記原水排水動作と、前記消毒用原水供給工程との間に、前記原水を
すすぎ水として前記消毒槽に供給して当該被消毒物を前記消毒槽内で洗浄するすすぎ動作
を行うすすぎ工程と、前記すすぎ水を前記消毒槽から排出するすすぎ水排出工程と、を有
することが望ましい。このようにすれば、消毒用原水供給工程に至る前に、消毒槽内に洗



(6) JP 2019-205486 A 2019.12.5

10

20

30

40

50

剤が残留することをより、抑制できる。
【００２１】
　本発明において、前記洗剤として、液体のアルカリ洗剤を用いることが望ましい。洗剤
が液体であれば、洗剤が原水に溶解しやすい。また、洗剤がアルカリ洗剤であれば、内視
鏡に付着した付着物を除去しやすい。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明を適用した内視鏡消毒機の斜視図および側面図である。
【図２】内視鏡消毒機の消毒槽および内視鏡支持トレイの斜視図である。
【図３】内視鏡消毒機の概略構成図である。
【図４】内視鏡消毒機の制御系を示す概略構成図である。
【図５】オゾン水のオゾン濃度とオゾン濃度計からの信号との関係を示すグラフである。
【図６】洗浄水の洗剤濃度とオゾン濃度計からの信号との関係を示すグラフである。
【図７】内視鏡の洗浄消毒動作のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
（全体構成）
　図１（ａ）は本実施の形態に係る内視鏡消毒機を正面から見た場合の外観斜視図であり
、図１（ｂ）は内視鏡消毒機の側面図である。図２は内視鏡消毒機の内部に設けられた消
毒槽と内視鏡支持トレイの斜視図である。図２は、消毒槽の内部を示すために、消毒槽の
前板を取り除いて図示している。本例の内視鏡消毒機１は、消毒槽２に収容した内視鏡１
０の洗浄消毒処理を行う。洗浄消毒処理は、原水に洗剤を溶解させた洗浄水を用いて消毒
槽２内で内視鏡１０を洗浄する洗浄動作を行う洗浄工程と、オゾン水を用いて消毒槽２内
で内視鏡１０を消毒する消毒動作を行う消毒工程と、を有する。
【００２４】
　図１に示すように、内視鏡消毒機１は、全体として縦長の直方体形状の筐体５を備える
。筐体５の上面には、後端縁を中心として上方に開けることができる開閉蓋６が取り付け
られている。開閉蓋６は、筐体５の内部に設けられた消毒槽２の上端の開口部２ａを開閉
する。筐体５の上面における開閉蓋６の後側の部分にはタッチパネル７が配置されている
。タッチパネル７に表示された作業内容にタッチすることにより、洗浄消毒処理が実行さ
れる。タッチパネル７には、現在の作業の進行状態などが表示される。筐体５の正面の上
側部分には、透明な窓８が設けられている。また、後述するように、消毒槽の前板１５は
透明であるため、消毒槽２内の状態は、窓８と前板１５を介して目視できる。以下の説明
では、互いに直交する３方向をＸ方向、Ｙ方向、Ｚ方向とする。Ｘ方向は、内視鏡消毒機
１の前後方向であり、窓８が設けられている側が前方である。Ｚ方向は上下方向であり、
鉛直方向である。Ｙ方向は内視鏡消毒機１の幅方向である。また、内視鏡消毒機１を正面
から見た場合の左側（一方側）をＹ１方向とし、右側（他方側）をＹ２方向とする。
【００２５】
　消毒槽２は、Ｘ方向から見た場合にＺ方向に長い長方形形状をしている。図１（ｂ）に
鎖線で示すように、消毒槽２は、Ｘ方向の幅が狭い下側部分１１と、下側部分１１よりも
Ｘ方向の幅が広い上側部分１２と、を備える。上側部分１２は下側部分１１よりも前方に
突出する。消毒槽２には開口部２ａを介して内視鏡支持トレイ１４が挿入されている。
【００２６】
　図２に示すように、消毒槽２は、消毒槽２の正面を規定する前板１５と、背面を規定す
る背板１６と、側面を規定する一対の側板１７、１８と、底面を規定する底板１９と、を
備える。各側板１７、１８は、上側部分のＸ方向の幅が下側部分のＹ方向の幅よりも広く
、上側部分は下側部分よりも前方に突出している。底板１９は、Ｙ方向の中央部分に消毒
槽排水口２０を備える。前板１５は透明であり、前板１５を通して消毒槽２の内部を見る
ことが出来る。
【００２７】
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　内視鏡支持トレイ１４は、消毒槽２の形状に対応する長方形形状の背板部２１と、背板
部２１におけるＹ方向の両端縁から、前方に突出する側板部２２、２３と、背板部２１の
下側から前方に向かって上方に湾曲する下板部２４と、を備える。また、内視鏡支持トレ
イ１４は、背板部２１から前方に突出する複数の支柱（不図示）を備える。内視鏡支持ト
レイ１４は、背板部２１が消毒槽２の背板１６に沿った姿勢で消毒槽２内に配置される。
背板部２１には、Ｙ方向の中央部分の下側部分に小物洗浄容器２５が設けられている。小
物洗浄容器２５は、多数の孔が開けられた板材で形成され、上部に開口可能な蓋を備え、
内視鏡１０から取り外された図示しない送気・送水ボタンなどの小物部品が収容される。
各側板部２２、２３のＸ方向の幅は、消毒槽２の側板１７、１８のＸ方向の幅と比較して
狭い。背板部２１の上端のＹ２方向の角部分には、洗剤投入機構２７が設けられている。
【００２８】
　内視鏡１０は、消毒槽２の外側において、支柱に支持された状態で内視鏡支持トレイ１
４にセットされる。しかる後に、内視鏡支持トレイ１４とともに消毒槽２に挿入されて、
消毒槽２内に配置される。内視鏡支持トレイ１４が消毒槽２に挿入されると、洗剤投入機
構２７も消毒槽２内に位置する。
【００２９】
　図３は、内視鏡消毒機１の概略構成図である。内視鏡消毒機１は、内視鏡１０を収容す
る消毒槽２と、消毒槽２に原水を供給する原水供給機構３１と、消毒槽２内に配置された
内視鏡１０に原水をシャワー状に浴びせるシャワー機構３２と、を備える。原水供給機構
３１は、水道水などの原水の配管に接続される給水口３３と、消毒槽２の下側部分１１に
設けられた消毒槽通水口３４と、給水口３３と消毒槽通水口３４とを接続する原水供給路
３５と、原水供給路３５を開閉する開閉バルブ３６を備える。
【００３０】
　シャワー機構３２は、消毒槽２の側面に設けられた複数のシャワーノズル３７と、原水
供給路３５における開閉バルブ３６よりも上流側の部分（開閉バルブ３６よりも給水口３
３に近い側の部分）と、シャワーノズル３７と、を接続するシャワー用原水供給路３８と
、シャワー用原水供給路３８を開閉するシャワー用バルブ３９と、を備える。シャワー用
原水供給路３８には、無菌フィルタが配置されている場合もある。
【００３１】
　また、内視鏡消毒機１は、消毒槽２を経由する循環水路４１を備える。循環水路４１は
、消毒槽２と、消毒槽２の上側部分１２に設けられた還流口４２と、還流口４２と原水供
給路３５における開閉バルブ３６よりも下流側の部分（開閉バルブ３６よりも消毒槽通水
口３４に近い側の部分）とを接続する循環水路部分４３と、を備える。循環水路部分４３
には循環ポンプ４４（ポンプ）が設置されている。また、循環水路部分４３にはオゾン濃
度計４５が設置されている。オゾン濃度計４５は、循環水路部分４３を流通する原水など
の液体に検査光を照射して検査光の透過量に対応する信号を出力する。検査光は紫外線で
ある。
【００３２】
　ここで、循環水路部分４３は、循環ポンプ４４と還流口４２と間で分岐して消毒槽２内
に延びる内視鏡接続用分岐水路４７を備える。内視鏡接続用分岐水路４７は、消毒槽２内
に収容された内視鏡１０に接続される。より具体的には、各内視鏡接続用分岐水路４７の
先端部分は可撓性のチューブから構成されており、各チューブの先端は内視鏡１０の鉗子
口、および、送気送水口、副送水口に接続される。内視鏡接続用分岐水路４７には、内視
鏡１０内に無菌のエアーを吹き込むための送風路４８が接続されている。送風路４８には
、エアーポンプ４９と、無菌フィルタ（不図示）と、が設けられている。さらに、循環水
路部分４３は、循環ポンプ４４と還流口４２と間で分岐して、消毒槽２の下側部分１１に
設けられたオゾン水供給口５１に至るオゾンガス注入用分岐水路５２を備える。
【００３３】
　また、内視鏡消毒機１は、オゾン水を生成するオゾン水生成機構５５を備える。オゾン
水生成機構５５は、オゾンガスを生成するオゾナイザ５６と、オゾナイザ５６から延びて
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、アスピレータ５７を介して、オゾンガス注入用分岐水路５２に接続されたオゾンガス供
給路５８を備える。オゾナイザ５６は、外部の酸素供給源である酸素ボンベ５９から供給
される酸素からオゾンガスを生成する。
【００３４】
　さらに、内視鏡消毒機１は消毒槽２内でオゾン水から発生するオゾンガスを排出するオ
ゾンガス排気機構６１を備える。オゾンガス排気機構６１は、消毒槽２の上端部分に設け
られた消毒槽排気口６２と、筐体５に設けられた排気口６３と、消毒槽排気口６２と排気
口６３とを接続する排気路６４を備える。排気路６４は、オゾン分解機構６５を経由して
延びており、オゾンガスは、オゾン分解機構６５において分解されて、ガスとなって排気
口６３から外部に排出される。
【００３５】
　また、内視鏡消毒機１は、消毒槽２に貯留された原水などの液体を排出する排水機構６
６を備える。排水機構６６は、消毒槽２の底面に設けられた消毒槽排水口２０と、液体を
内視鏡消毒機１の外部に排出する排出口６７と、排出口６７と消毒槽排水口２０とを接続
する排水路６８を備える。排水路６８には、排水路６８を開閉する排水バルブ６９と排水
ポンプ７０が設けられている。
【００３６】
　さらに、内視鏡消毒機１は、内視鏡支持トレイ１４が消毒槽２内に配置されることによ
り、消毒槽２内に洗剤投入機構２７を備える。洗剤投入機構２７は、内視鏡支持トレイ１
４に支持された内視鏡１０よりも上方に位置する。
【００３７】
　図２に示すように、洗剤投入機構２７は、内視鏡１０を洗浄する１回分の洗剤を収容す
るカップ７１、および、空気が封入されたフロート７２を有する回転体７３を備える。フ
ロート７２はカップ７１の側方に位置する。また、洗剤投入機構２７は、カップ７１をＸ
方向に通過する回転軸Ｌ回りに回転体７３を回転可能に支持する支持機構７５を備える（
図２参照）。
【００３８】
　洗剤投入機構２７は、カップ７１に洗剤を保持しているときに消毒槽２に原水が供給さ
れると、内視鏡１０が水没した後に、カップ７１から原水に洗剤を投入して洗浄水とする
洗剤投入動作を行う。
【００３９】
　洗剤投入動作は、原水の水面の上昇に伴って行われる。すなわち、消毒槽２に供給され
る原水の水面がフロート７２に達すると、水面の上昇に伴ってフロート７２が上昇して回
転体７３が回転軸Ｌ回りを第１回転方向Ｒ１に回転する。これにより、カップ７１が回転
して、カップ７１の開口部７１ａが原水の水面よりも下方で、下側に向かって開口した状
態となる。従って、カップ７１内の洗剤が原水に拡散され、溶解して、洗浄水が生成され
る。本例では、洗剤は、液体のアルカリ洗剤である。洗剤が液体であれば、洗剤が原水に
拡散しやすく、溶解しやすい。また、洗剤がアルカリ洗剤であれば、内視鏡１０に付着し
た付着物を除去しやすい。
【００４０】
　ここで、洗剤投入機構２７が原水に洗剤を投入する洗剤投入動作は、消毒槽２に最初に
原水が供給されたときに行われる。
【００４１】
　さらに、内視鏡消毒機１は、図３に示すように、消毒槽２に供給された原水などの液体
の水位を検出する第１水位計７７、第２水位計７８、および、第３水位計７９を備える。
第１水位計７７は、消毒槽２の下側部分１１に設置されている。第２水位計７８は、消毒
槽２の上側部分１２に設置されている。第３水位計７９は、第２水位計７８よりも上方で
、消毒槽２の開口部２ａに近い上端部分に設置されている。各水位計７７、７８、７９は
、消毒槽２内の原水などの液体の水面が各水位計の設置位置に達したことを検出する。第
２水位計７８は、消毒槽２内に供給された液体が満杯となる満水水位（設定水位）を検出



(9) JP 2019-205486 A 2019.12.5

10

20

30

40

50

する。満水水位では、内視鏡１０は液体に水没した状態となる。また、洗剤投入機構２７
のカップ７１も、液体内に水没した状態となる。第３水位計７９は、液体が、消毒槽２に
貯留可能な上限に達したことを検出する。第１水位計７７が検出する水面の位置は、液体
の水面から内視鏡１０の全体が露出する所定水位である。
【００４２】
（制御系）
　図４は内視鏡消毒機１の制御系の概略構成図である。図５はオゾン水のオゾン濃度とオ
ゾン濃度計からの信号との関係を示すグラフである。図５において、縦軸であるオゾン濃
度計からの信号は、オゾン濃度がゼロの時を１００とした目盛である。図６は洗浄水の洗
剤濃度とオゾン濃度計からの信号との関係を示すグラフである。図６において、縦軸であ
るオゾン濃度計からの信号は、洗剤濃度がゼロの時を１００とした目盛である。次に、図
４から図６を参照して内視鏡消毒機１の制御系を説明する。
【００４３】
　内視鏡消毒機１の制御系は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭを備える制御部８０を中心に構成
されている。制御部８０の入力側には、オゾン濃度計４５、第１水位計７７、第２水位計
７８、第３水位計７９が接続されている。制御部８０の出力側には、原水供給機構３１の
開閉バルブ３６、オゾン水生成機構５５のオゾナイザ５６、循環ポンプ４４、排水バルブ
６９および排水ポンプ７０が接続されている。また、制御部８０には、タッチパネル７が
接続されている。タッチパネル７の操作により、洗浄消毒処理の開始命令が入力されると
、制御部８０は、各機構を駆動して、洗浄消毒処理を行う。
【００４４】
　制御部８０は、予めインストールされているプログラムを実行することにより、各機構
を駆動制御する機能を有する。本例では、プログラムが実行されることにより、制御部８
０は、洗浄用原水供給制御部８１、オゾン濃度計原点調整制御部８２、洗浄制御部８３、
判定部８４、および、報知部８５を備える。また、制御部８０は、排出制御部８６および
シャワー制御部８７を備える。さらに、制御部８０は、すすぎ用原水供給制御部９１およ
びすすぎ制御部９２を備える。また、制御部８０は、消毒用原水供給制御部９５、オゾン
水生成制御部９６、および、消毒制御部９７を備える。
【００４５】
　洗浄用原水供給制御部８１は、タッチパネル７を介して制御部８０に洗浄消毒処理の開
始命令が入力されると、原水供給機構３１を駆動して消毒槽２に最初に原水を供給して、
消毒槽２に収容された内視鏡１０を水没させる。洗浄用原水供給制御部８１は、原水の水
面が第２水位計７８により検出されるまで（満水位置まで）原水を供給する。
【００４６】
　オゾン濃度計原点調整制御部８２は、オゾン濃度計４５を駆動して、洗浄用原水供給制
御部８１によって消毒槽２に供給される原水に検査光を照射する。そして、オゾン濃度計
原点調整制御部８２は、オゾン濃度計４５から出力される信号を濃度測定の基準信号とす
る原点調整動作を行う。すなわち、オゾン濃度計原点調整制御部８２は、洗浄消毒処理が
開始されて、最初に消毒槽２に供給される原水を用いて、原点調整動作を行う。
【００４７】
　ここで、原点調整動作は、消毒槽２に供給される原水の水面が第２水位計７８による水
位の検出位置に達する前におこなわれる。より、詳細には、原点調整動作は、原水の水面
が洗剤投入機構２７のフロート７２に達する前に行われる。従って、洗剤投入機構２７の
カップ７１が原水に水没してカップ７１から洗剤が投入される時点では、原点調整動作は
完了している。
【００４８】
　洗浄制御部８３は、循環ポンプ４４の駆動により循環水路４１に沿って洗浄水を循環さ
せて洗浄水で内視鏡１０を洗浄する洗浄動作を行う。洗浄動作は、予め設定された所定の
洗浄時間だけ行われる。
【００４９】
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　ここで、洗浄制御部８３は、洗浄用原水供給制御部８１によって原水が消毒槽２に供給
され、原水の水位が第１水位計７７により検出された時点から、循環ポンプ４４を駆動す
る。従って、洗浄制御部８３は、循環ポンプ４４の駆動によってまず原水を循環水路４１
に沿って循環させる。そして、洗浄制御部８３は、原水に内視鏡１０が水没して原水に洗
剤が投入された後に洗浄水を循環水路４１に沿って循環させる。従って、循環経路に配置
されたオゾン濃度計４５により、消毒槽２に供給された原水に検査光を照射して、原点調
整動作を行うことができる。また、洗浄水が生成された後には、洗浄水が循環水路４１を
循環して消毒槽２内で水流を発生させるので、洗浄水によって消毒槽２に収容された内視
鏡１０を洗剤で洗浄できる。
【００５０】
　判定部８４は、洗浄動作が行われている間、オゾン濃度計４５を駆動して洗浄水に検査
光を照射し、オゾン濃度計４５からの信号を監視している。そして、判定部８４は、オゾ
ン濃度計４５からの信号に基づいて原水への洗剤の投入の有無を判定する洗剤投入判定動
作を行う。
【００５１】
　洗剤投入判定動作は、洗剤が溶解している洗浄水に検査光を照射したときにオゾン濃度
計４５から出力される信号が、原水に検査光を照射して原点調整動作を行った時点のオゾ
ン濃度計４５からの信号（基準信号）とは異なる値となるという本発明者らの新たな知見
に基づく。すなわち、オゾン水に検査光を照射したときの検査光の透過量は、オゾン水の
オゾン濃度の増加に伴って、低下する。従って、図５のグラフに示すように、オゾン濃度
計４５から出力される信号は、オゾン水中のオゾン濃度の増加に伴って、基準信号から低
下するものとなる。一方、洗浄水に検査光を照射した場合にオゾン濃度計４５から出力さ
れる信号は、図６のグラフに示すように、洗浄水の洗剤濃度の増加に伴って、基準信号か
ら低下するものとなる。ここで、図５および図６を比較すれば明らかなように、オゾン水
に検査光を照射した場合のオゾン濃度とオゾン濃度計４５からの信号との関係と、洗浄水
に検査光を照射した場合の洗剤濃度とオゾン濃度計４５からの信号との関係と、同様の傾
向を示している。
【００５２】
　従って、洗剤投入判定動作では、判定部８４は、オゾン濃度計４５からの信号と基準信
号との乖離が、予め設定された閾値以上となった場合に、原水への洗剤の投入があったと
判定する。また、洗剤投入判定動作では、判定部８４は、オゾン濃度計４５からの信号と
基準信号との乖離が、予め設定された閾値に達しない場合には、原水への洗剤の投入が無
いと判定する。本例では、基準信号をＩ０、洗浄水に検査光を照射した場合のオゾン濃度
計４５からの信号をＩ１、閾値をα１としたときに、以下の条件式（１）を満たす場合に
、原水への洗剤の投入があったと判定する。本例ではα１の値は１００である。
　Ｉ０／Ｉ１　＞　α１　　・・・（１）
【００５３】
　ここで、例えば、洗剤投入機構２７のカップ７１に洗剤を充填していなかった場合には
、洗剤が原水に投入されていない。このような場合には、オゾン濃度計４５からの信号と
基準信号との乖離が閾値に達せず、条件式（１）を満たさないので、判定部８４は原水へ
の洗剤の投入が無いと判断する。
【００５４】
　報知部８５は、判定部８４が洗剤の投入が無いと判定した場合に、洗剤の投入が無い旨
を報知する。本例では、判定部８４は、タッチパネル７に洗剤の投入が無い旨を表示する
。ここで、報知部８５は、スピーカーなどから警告音を発生させるものとすることもでき
る。
【００５５】
　排出制御部８６は、洗浄槽からの原水などの液体の排出を司る。排出制御部８６は、洗
浄動作が終了すると、排水機構６６を駆動して、洗浄水を排出する洗浄水排水動作を行う
。すなわち、排出制御部８６は、洗浄動作が終了すると、排水バルブ６９および排水ポン
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プ７０を駆動して洗浄水を排出する洗浄水排水動作を行う。また、排出制御部８６は、排
水動作中に、エアーポンプ４９を駆動して、内視鏡接続用分岐水路４７から内視鏡１０内
に無菌のエアーを吹き込む。これにより、内視鏡１０の内部から洗浄水を排出させる。
【００５６】
　シャワー制御部８７は、消毒槽２からの排出によって低下する洗浄水の水位が、予め定
めた所定水位に達すると、シャワー機構３２を駆動して、シャワーすすぎ動作を行う。す
なわち、シャワー制御部８７は、シャワー用バルブ３９を駆動し、消毒槽２の外部から供
給される原水をシャワーノズル３７から噴出させて、内視鏡１０にシャワー状に浴びせる
。所定水位は、洗浄水の水面から内視鏡１０の全体が露出する水位であり、洗浄水の水面
が第１水位計７７に検出される水位である。
【００５７】
　すすぎ用原水供給制御部９１は、洗浄水が排出された後に原水供給機構３１を駆動し、
原水をすすぎ水として消毒槽２に供給して、内視鏡１０を原水に水没させる。すすぎ制御
部９２は、すすぎ用原水供給制御部９１が消毒槽２にすすぎ水を供給すると、循環ポンプ
４４を駆動する。すなわち、すすぎ制御部９２は、消毒槽２にすすぎ水が供給され、すす
ぎ水の水位が第１水位計７７により検出された時点から循環ポンプ４４を駆動して、すす
ぎ水を循環水路４１に沿って循環させる。これにより、消毒槽２内に水流が発生するので
、すすぎ水で内視鏡１０を洗うすすぎ動作が行われる。すすぎ動作は、予め設定された所
定のすすぎ時間だけ行われる。
【００５８】
　ここで、排出制御部８６は、すすき動作が終了すると、排水機構６６を駆動して消毒槽
２からすすぎ水を排出するすすぎ水排水動作を行う。また、シャワー制御部８７は、消毒
槽２からの排出によって低下するすすぎ水の水位が所定水位に達すると、シャワー機構３
２を駆動してシャワーすすぎ動作を行う。
【００５９】
　消毒用原水供給制御部９５は、すすき動作が終了して消毒槽２からすすぎ水が排出され
た後に、原水供給機構３１を駆動して内視鏡１０を原水に水没させる消毒用原水供給動作
を行う。消毒用原水供給制御部９５は、原水の水面が第２水位計７８により検出される満
水水位まで消毒槽２に原水を供給する。また、消毒用原水供給制御部９５は、消毒用原水
供給動作中に、オゾン濃度計４５を駆動して原水に検査光を照射し、オゾン濃度計４５か
らの信号に基づいて消毒槽２内に洗剤が残留しているか否かを判定する洗剤残留判定動作
を行う。
【００６０】
　すなわち、消毒槽２内に洗剤が残留している場合には、消毒槽２に供給される原水に洗
剤が溶解する。従って、オゾン濃度計４５からの信号が基準信号とは異なる値となる。よ
って、消毒用原水供給制御部９５は、オゾン濃度計４５からの信号と基準信号との乖離が
、予め設定された閾値以上となった場合に、原水に洗剤が残留していると判定する。また
、消毒用原水供給制御部９５は、オゾン濃度計４５からの信号と基準信号との乖離が、予
め設定された閾値に達しない場合には、原水に洗剤が溶解しておらず、消毒槽２内に洗剤
が残留していないものと判定する。本例では、基準信号をＩ０、消毒用の原水に検査光を
照射した場合のオゾン濃度計４５からの信号をＩ２、閾値をα２としたときに、以下の条
件式（２）を満たす場合に、洗剤の残留があったと判定する。なお、閾値α２は、閾値α
１より小さな値である。本例ではα２の値は２．５である。
　Ｉ０／Ｉ２　＞　α２　　・・・（２）
【００６１】
　ここで、消毒用原水供給制御部９５が、消毒槽２内に洗剤が残留していると判定した場
合には、排出制御部８６は、消毒槽２から原水を排水する原水排水動作を行う。また、シ
ャワー制御部８７は、原水排水動作の途中で、シャワーすすぎ動作を行う。さらに、消毒
用原水供給制御部９５が、消毒槽２内に洗剤が残留していると判定した場合には、原水排
水動作によって原水が排出された後に、すすぎ用原水供給制御部９１は消毒槽２にすすぎ
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水（原水）を供給し、すすぎ制御部９２はすすぎ動作を行う。また、すすぎ動作が終了す
ると、排出制御部８６は消毒槽２からすすぎ水を排水するすすぎ水排水動作を行う。すす
ぎ水排水動作中には、シャワー制御部８７はシャワーすすぎ動作を行う。しかる後に、消
毒用原水供給制御部９５は、再び原水供給機構３１を駆動して、内視鏡１０を原水に水没
させる。また、消毒用原水供給制御部９５は、オゾン濃度計４５を駆動して原水に検査光
を照射し、オゾン濃度計４５からの信号に基づいて原水に洗剤が残留しているか否かを判
定する。そして、消毒用原水供給制御部９５が、原水に洗剤の残留が無いと判定するまで
、上記の動作（原水排水動作、シャワーすすぎ動作、すすぎ動作、すすぎ水排水動作、シ
ャワーすすぎ動作）が繰り返される。
【００６２】
　オゾン水生成制御部９６は、オゾン水生成機構５５を駆動してオゾン水を生成するオゾ
ン水生成動作を行うとともに、オゾン濃度計４５からの信号に基づいてオゾン水を所定の
オゾン濃度とするオゾン濃度調整動作を行う。すなわち、オゾン水生成制御部９６は、オ
ゾナイザ５６を駆動して、オゾンガス注入用分岐水路５２を流れる原水にオゾンガスを注
入する。また、オゾン水生成制御部９６は、オゾン濃度計４５を駆動してオゾン水に検査
光を照射し、オゾン濃度計４５から出力される信号を監視する。そして、オゾン水生成制
御部９６は、オゾン濃度計４５からの信号に基づいて、オゾナイザ５６を駆動制御してオ
ゾンガスの注入量を制御し、オゾン水を所定のオゾン濃度とする。
【００６３】
　消毒制御部９７は、循環ポンプ４４の駆動により循環水路４１に沿ってオゾン水を循環
させて、オゾン水で内視鏡１０を消毒する消毒動作を行う。消毒動作は、予め設定された
所定の消毒時間だけ行われる。ここで、消毒制御部９７は、消毒用原水供給制御部９５に
よって消毒槽２に原水が供給され、原水の水位が第１水位計７７により検出された時点か
ら循環ポンプ４４を駆動して原水を循環水路４１に沿って循環させる。従って、オゾン水
生成動作では、オゾンガス注入用分岐水路５２にオゾンガスを供給することにより、原水
にオゾンガスを注入して、オゾン水を生成できる。また、オゾン水が生成された後には、
オゾン水が循環水路４１を循環して消毒槽２内で水流を発生させるので、オゾン水によっ
て消毒槽２に収容された内視鏡１０を消毒できる。
【００６４】
　なお、オゾン水生成制御部９６は、消毒動作が行われている間、オゾン濃度計４５から
の信号を監視する。そして、オゾン水生成制御部９６は、オゾン濃度計４５からの信号に
基づいてオゾナイザ５６を駆動して、オゾン水のオゾン濃度を維持するオゾン濃度維持動
作を行う。消毒動作中においてオゾン水から放出されるオゾンガスは、消毒槽排気口６２
から、オゾン分解機構６５を介して分解されて、排気口６３から外部に排出される。
【００６５】
　ここで、排出制御部８６は、消毒動作が終了すると、排水機構６６を駆動して消毒槽２
からオゾン水を排出するオゾン水排水動作を行う。また、シャワー制御部８７は、消毒槽
２からの排出によって低下するオゾン水の水位が所定水位に達すると、シャワー機構３２
を駆動してシャワーすすぎ動作を行う。消毒槽２から排出されたオゾン水は、不図示のオ
ゾン分解器を介して、外部に放出される。なお、オゾン分解器は、活性炭等のオゾン分解
物を保持しており、排出されるオゾン水に含まれているオゾンを分解する。
【００６６】
（洗浄消毒処理）
　次に、図７を参照して、内視鏡消毒機１の洗浄消毒処理を説明する。図７は洗浄消毒処
理のフローチャートである。まず、作業者は、内視鏡支持トレイ１４に内視鏡１０をセッ
トし、内視鏡支持トレイ１４を消毒槽２内に配置する（ステップＳＴ０１）。次に、作業
者は、洗剤投入機構２７のカップ７１に洗剤を保持させる（ステップＳＴ０２）。その後
、作業者は、タッチパネル７を介して、洗浄消毒処理の開始命令を入力する（ステップＳ
Ｔ０３）。これにより、内視鏡消毒機１は、洗浄消毒処理を開始する。
【００６７】
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　洗浄消毒処理は、洗浄工程（ステップＳＴ１）、洗浄水排水工程（ステップＳＴ２）、
すすぎ工程（ステップＳＴ３）、すすぎ水排水工程（ステップＳＴ４）、消毒工程（ステ
ップＳＴ５）、オゾン水排水工程（ステップＳＴ６）、を備える。
【００６８】
　洗浄工程（ステップＳＴ１）は、消毒槽２に原水を供給して内視鏡１０を水没させ、そ
の後に洗剤を投入して洗浄水とする洗浄水生成工程（ステップＳＴ１１）と、洗浄水によ
り消毒槽２内で内視鏡１０を洗浄する洗剤洗浄動作を行う洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１
２）と、を備える。
【００６９】
　洗浄水生成工程（ステップＳＴ１１）では、洗浄用原水供給制御部８１が原水供給機構
３１を駆動して消毒槽２に原水を供給する。また、原水の水面が洗剤投入機構２７に達す
る前に、オゾン濃度計原点調整制御部８２がオゾン濃度計４５の原点調整動作（ステップ
ＳＴ１１１）を行い、その後、洗剤投入機構２７による洗剤投入動作（ステップＳＴ１１
２）が行われ、洗浄水が生成される。
【００７０】
　洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１２）では、洗浄制御部８３は、循環ポンプ４４の駆動に
より洗浄水を循環水路４１に沿って循環させて内視鏡１０を洗浄する洗剤洗浄動作を行う
。洗剤洗浄動作は所定の洗浄時間だけ行われる。また、洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１２
）では、判定部８４がオゾン濃度計４５からの信号および条件式（１）に基づいて原水へ
の洗剤の投入の有無を判定する洗剤投入判定動作（ステップＳＴ１２１）を行う。ここで
、洗剤が投入されていない場合には、タッチパネル７にその旨が表示される。
【００７１】
　洗浄水排水工程（ステップＳＴ２）では、排出制御部８６が排水機構６６を駆動して洗
浄水を排出する洗浄水排水動作（ステップＳＴ２１）を行う。洗浄水排水動作（ステップ
ＳＴ２１）中には、シャワー制御部８７が、シャワー機構３２を駆動して、消毒槽２から
排出される洗浄水の水位の低下に伴って洗浄水の水面から上方に露出する内視鏡１０の露
出部分（内視鏡１０の全体）に、原水をシャワー状に浴びせるシャワーすすぎ動作（ステ
ップＳＴ２１１）を行う。シャワーすすぎ動作（ステップＳＴ２１１）では、シャワー状
の原水は、消毒槽２の壁面（前板１５、背板１６、および、側板１７、１８）にも浴びせ
られる。これにより、消毒槽２の壁面は原水によって洗われる。
【００７２】
　すすぎ工程（ステップＳＴ３）では、すすぎ用原水供給制御部９１は、原水供給機構３
１を駆動して原水（すすぎ水）を消毒槽２に供給して、内視鏡１０を原水に水没させる。
また、すすぎ制御部９２は、循環ポンプ４４を駆動して、原水を循環水路４１に沿って循
環させて、原水で内視鏡１０を洗うすすぎ動作を行う。すすぎ動作は、予め設定されたす
すぎ時間だけ行われる。
【００７３】
　すすぎ水排水工程（ステップＳＴ４）では、排出制御部８６が排水機構６６を駆動して
原水（すすぎ水）を排出するすすぎ水排水動作（ステップＳＴ４１）を行う。すすぎ水排
水動作（ステップＳＴ４１）中には、シャワー制御部８７が、シャワー機構３２を駆動し
て、消毒槽２から排出されるすすぎ水の水位の低下に伴ってすすぎ水の水面から上方に露
出する内視鏡１０の露出部分（内視鏡１０の全体）に、原水をシャワー状に浴びせる第２
のシャワーすすぎ動作（ステップＳＴ４１１）を行う。第２のシャワーすすぎ動作（ステ
ップＳＴ４１１）において、シャワー状の原水は、消毒槽２の壁面（前板１５、背板１６
、および、側板１７、１８）にも浴びせられる。これにより、消毒槽２の壁面は原水によ
って洗われる。
【００７４】
　消毒工程（ステップＳＴ５）は、消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）と、オゾン
水生成工程（ステップＳＴ５２）と、オゾン水消毒工程（ステップＳＴ５３）と、を備え
る。消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）では、消毒用原水供給制御部９５は、原水
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供給機構３１を駆動して内視鏡１０を原水に水没させる消毒用原水供給動作を行う。また
、消毒用原水供給制御部９５は、消毒用原水供給動作中にオゾン濃度計４５からの信号お
よび条件式（２）に基づいて洗剤残留判定動作（ステップＳＴ５１１）を行う。
【００７５】
　ここで、洗剤残留判定動作（ステップＳＴ５１１）において、消毒用原水供給制御部９
５が、消毒槽２内に洗剤が残留していると判定した場合には（ステップＳＴ５１１：Ｙｅ
ｓ）、消毒用原水供給制御部９５は、排水機構を駆動して消毒槽２の原水を排出する原水
排水動作（ステップＳＴ５１２）を行う。また、消毒用原水供給制御部９５が、消毒槽２
内に洗剤が残留していると判定した場合には、消毒用原水供給制御部９５が、原水に洗剤
が残留していないと判定するまで（ステップＳＴ５１１：Ｎｏ）、原水排水工程（ステッ
プＳＴ５１２）、すすぎ工程（ステップＳＴ３）、すすぎ水排水工程（ステップＳＴ４）
、および、消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）が繰り返えされる。
【００７６】
　その後、消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）において、消毒槽２内に洗剤が残留
していないと判定されると、オゾン水生成工程（ステップＳＴ５２）およびオゾン水消毒
工程（ステップＳＴ５３）が行われる。オゾン水生成工程（ステップＳＴ５２）では、オ
ゾン水生成制御部９６は、オゾン水生成機構５５を駆動してオゾン水を生成するとともに
、オゾン濃度計４５からの信号に基づいてオゾン水を所定のオゾン濃度とする。オゾン水
消毒工程（ステップＳＴ５３）では、消毒制御部９７による循環ポンプ４４の駆動によっ
て、所定の消毒時間だけ、オゾン水消毒動作を行う。また、オゾン水消毒工程（ステップ
ＳＴ５３）では、オゾン水生成制御部９６がオゾン濃度計４５からの信号を監視し、オゾ
ン濃度計４５からの信号に基づいてオゾナイザ５６を駆動して、オゾン水のオゾン濃度を
維持する。
【００７７】
　オゾン水排水工程（ステップＳＴ６）では、排出制御部８６が排水機構６６を駆動して
消毒槽２からオゾン水を排出するオゾン水排水動作を行う。オゾン水排水動作（ステップ
ＳＴ６１）中には、シャワー制御部８７が、シャワー機構３２を駆動して、消毒槽２から
排出されるオゾン水の水位の低下によってオゾン水の水面から上方に露出する内視鏡１０
の露出部分（内視鏡１０の全体）に、原水をシャワー状に浴びせる第３のシャワーすすぎ
動作（ステップＳＴ６１１）を行う。第３のシャワーすすぎ動作（ステップＳＴ６１１）
において、シャワー状の原水は、消毒槽２の壁面（前板１５、背板１６、および、側板１
７、１８）にも浴びせられる。これにより、消毒槽２の壁面も原水によって洗われる。
【００７８】
　消毒槽２から排出されたオゾン水はオゾン分解器を介して、外部に放水される。これに
より、内視鏡１０の洗浄消毒動作は終了し、内視鏡消毒機１は停止する。洗浄消毒動作が
終了すると、作業者は、内視鏡支持トレイ１４を消毒槽２から取り出して、内視鏡１０を
取り外し（ステップＳＴ０４）、所定の保管場所に保管する。
【００７９】
（作用効果）
　本例によれば、原水に洗剤が投入さたか否かを、オゾン濃度計４５を利用して判定する
。従って、新たにセンサを設けることなく、原水に洗剤が投入されているか否かを判定で
きる。これにより、洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１２）において、原水に洗剤を溶解させ
た洗浄水を用いて内視鏡１０が洗浄されているか否かを把握できる。
【００８０】
　また、本例では、原水への洗剤の投入が無い場合には、タッチパネル７に、洗剤の投入
が無いことが報知（表示）される。従って、内視鏡消毒機１を操作する操作者は、報知に
基づいて、消毒槽２に洗剤を投入できる。また、内視鏡消毒機１を操作する操作者は、報
知に基づいて、洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１２）の洗浄動作を停止させることが可能と
なる。
【００８１】
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　ここで、オゾン水を生成するオゾン水生成工程（ステップＳＴ５２）では、原水に洗剤
が残留していると、オゾン濃度が上昇しないという問題が発生する。このような問題に対
して、本例では、消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）において、検査光を原水に照
射してオゾン濃度計４５からの信号に基づいて消毒槽２内に洗剤が残留しているか否かを
判定する洗剤残留判定動作（ステップＳＴ５１１）を行う。また、洗剤残留判定動作（ス
テップＳＴ５１１）において消毒槽２内に洗剤が残留していると判定された場合には、原
水を消毒槽２から排出する原水排水動作（ステップＳＴ５１２）を行い、しかる後に、す
すぎ工程（ステップＳＴ３）およびすすぎ水排水工程（ステップＳＴ４）を行って、消毒
用原水供給工程（ステップＳＴ５１）に戻る。そして、再び、洗剤残留判定動作（ステッ
プＳＴ５１１）を行う。その後、洗剤残留判定動作（ステップＳＴ５１１）において、消
毒槽２内に洗剤が残留しないと判定された場合には、オゾン水生成工程（ステップＳＴ５
２）、および、消毒工程（ステップＳＴ５）、が行なわれる。これにより、消毒槽２内で
残留する洗剤の量を低減できるので、原水に溶解する洗剤の量を低減できる。よって、オ
ゾン水生成工程（ステップＳＴ５２）において、所定のオゾン濃度のオゾン水を生成でき
る。
【００８２】
　また、本例では、洗剤洗浄工程（ステップＳＴ１２）と、消毒用原水供給工程（ステッ
プＳＴ５１）との間に、原水をすすぎ水として消毒槽２に供給して当該内視鏡１０を水没
させ、すすぎ水により消毒槽２内で内視鏡１０を洗浄するすすぎ動作を行うすすぎ工程（
ステップＳＴ３）を有する。従って、消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）に至る前
に、原水に洗剤が残留することを抑制できる。
【００８３】
　さらに、本例では、洗剤として、液体のアルカリ洗剤を用いる。洗剤が液体であれば、
洗剤が原水に溶解しやすい。また、洗剤がアルカリ洗剤であれば、内視鏡１０に付着した
付着物を除去しやすい。
【００８４】
（変形例）
　本例において、判定部８４が洗剤の投入が無いと判定した場合には、洗浄制御部８３が
循環ポンプ４４を停止して、洗剤洗浄動作を中止するものとすることができる。このよう
にすれば、洗剤洗浄動作の中止後に、原水に洗剤を投入し、しかる後に、改めて洗剤洗浄
動作を行うことが可能となる。
【００８５】
　また、消毒用原水供給工程（ステップＳＴ５１）の洗剤残留判定動作（ステップＳＴ５
１１）において、消毒槽２内に洗剤が残留していると判定された場合には、原水を消毒槽
２から排出する原水排水動作（ステップＳＴ５１２）を行い、しかる後に、消毒用原水供
給工程（ステップＳＴ５１）に戻ってもよい。すなわち、洗剤残留判定動作（ステップＳ
Ｔ５１１）において、消毒槽２内に洗剤が残留していると判定された場合において、原水
排水動作（ステップＳＴ５１２）の後の、すすぎ工程（ステップＳＴ３）およびすすぎ水
排水工程（ステップＳＴ４）を省略してもよい。
【００８６】
　また、洗剤投入機構として、洗剤を貯留する洗剤タンクと、原水が供給されている消毒
槽に洗剤を投入するための洗剤供給ノズルと、洗剤タンクと洗剤供給ノズルとの間を接続
する洗剤供給路と、洗剤タンクから洗剤を吸引して洗剤供給ノズルから吐出させる洗剤供
給ポンプと、を備えるものを採用してもよい。この場合には、制御部８０に、洗剤供給ポ
ンプを駆動制御する洗剤投入制御部を備える。洗剤投入制御部は、洗浄用原水供給制御部
８１によって消毒槽２に最初に原水が供給されて内視鏡１０が水没した後に、洗剤供給ポ
ンプを駆動して、循環水路４１を循環する原水に洗剤を溶解させる。
【００８７】
　なお、本発明は、内視鏡１０とは異なる医療器具等を被消毒物として消毒槽２に収容し
て洗剤洗浄動作とオゾン水消毒動作とを行うオゾン水消毒機に適用できることは勿論であ
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【符号の説明】
【００８８】
１…内視鏡消毒機(オゾン水消毒機）、２…消毒槽、２ａ…開口部、５…筐体、６…開閉
蓋、７…タッチパネル、８…窓、１０…内視鏡（被消毒物）、１１…下側部分、１２…上
側部分、１４…内視鏡支持トレイ、１５…前板、１６…背板、１７、１８…側板、１９…
底板、２０…消毒槽排水口、２１…背板部、２２、２３…側板部、２４…下板部、２５…
小物洗浄容器、２７…洗剤投入機構、３１…原水供給機構、３２…シャワー機構、３３…
給水口、３４…消毒槽通水口、３５…原水供給路、３６…開閉バルブ、３７…シャワーノ
ズル、３８…シャワー用原水供給路、３９…シャワー用バルブ、４１…循環水路、４２…
還流口、４３…循環水路部分、４４…循環ポンプ、４５…オゾン濃度計、４７…内視鏡接
続用分岐水路、４８…送風路、４９…エアーポンプ、５１…オゾン水供給口、５２…オゾ
ンガス注入用分岐水路、５５…オゾン水生成機構、５６…オゾナイザ、５７…アスピレー
タ、５８…オゾンガス供給路、５９…酸素ボンベ、６１…オゾンガス排気機構、６２…消
毒槽排気口、６３…排気口、６４…排気路、６５…オゾン分解機構、６６…排水機構、６
７…排出口、６８…排水路、６９…排水バルブ、７０…排水ポンプ、７１…カップ、７１
ａ…開口部、７２…フロート、７３…回転体、７５…支持機構、７７…第１水位計、７８
…第２水位計、７９…第３水位計、８０…制御部、８１…洗浄用原水供給制御部、８２…
オゾン濃度計原点調整制御部、８３…洗浄制御部、８４…判定部、８５…報知部、８６…
排出制御部、８７…シャワー制御部、９１…すすぎ用原水供給制御部、９２…すすぎ制御
部、９５…消毒用原水供給制御部、９６…オゾン水生成制御部、９７…消毒制御部
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